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会場での鎌形さん 

理由・回答数 理由・回答数 

他に仕事を持っている   54 年齢制限              13  

健康上の問題       48 ボランティア・交流目的      6  

希望職種がない      41 公募時入会していない   42 

公募を知らなかった    37 その他               23   

家族の事情（介護等）   17 計 （複数回答）         281         

今後就業斡旋システム化、就業開拓、ワークシェア 

リングに反映させていきます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

日  程 公 募 内 容 

26年１１月２１日（金） 該当会員あて通知書発送 

26年１１月２６日（水） 公募用紙配布 （地域班長に依頼） 

26年１２月１０日（水） 
交代職種概要説明会（午前・午後   
各 1回）、 会場：当センター会議室 

26年１２月１５日（月） 公募受付け開始 

27年 １月 ９日（金） 公募締切り 

27年 １月２７日（火） 
～ １月３０日（金） 

面接(4日間） 

27年 ２月 交代者決定（通知） 

27年 ３月 就業先に挨拶と研修・引継ぎ 

 

「就業制限」に伴う交代要員の 

公募スケジュール 
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未
就
業
会
員
の
意
向
調
査
報
告 

 

「
就
業
斡
旋
の
シ
ス
テ
ム
化
」
導
入
検
討
の
一
環

と
し
て
、
毎
月
400
人
超
存
在
し
て
い
る
未
就
業
会
員

に
対
し
、
去
る
７
月
25
日
～
８
月
11
日
ま
で
、
ア
ン

ケ
ー
ト
調
査
に
よ
る
就
業
意
向
調
査
を
し
た
と
こ
ろ

以
下
の
様
な
結
果
と
な
り
ま
し
た
。 

こ
の
調
査
は
定
期
的
な
交
代
要
員
の
公
募
に
際
し

て
、
未
就
業
者
の
応
募
が
極
端
に
少
な
か
っ
た
こ
と

も
あ
り
実
施
し
た
も
の
で
す
。 

一
、
調
査
対
象
会
員
408
名 

二
、
回
答
者
数
278
名 

（
回
答
率
68.1
％
、
未
回
答
者
数
130
名
） 

①
就
業
希
望
179
名
（
内
今
春
の
公
募
に
応
募
し
な

か
っ
た
会
員
140
名
） 

②
就
業
を
希
望
し
な
い
99
名 

三
、
公
募
に
応
募
し
な
か
っ
た
会
員
及
び
就
業
を
希 

望
し
な
い
会
員
の
理
由
は
下
表
の
通
り
で
す
。 

  

地
域
合
同
パ
ト
ロ
ー
ル 

10 月 14 日午後 2 時から、朝方までの台風が残した強

風の中、田無庁舎前広場で丸山西東京市長はじめ関係団

体が参加して地域合同パトロールの出発式が行われまし

た。当センターから 47 名の会員が参加。式の後 2 班に

分かれ、安全スローガンを連呼しながら市内をパトロー

ルしました。 

就
業
期
間
及
び
就
業
年
齢
制
限

に
伴
う
来
春
の
交
代
に
つ
い
て
、

一
連
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
が
下
表
の

通
り
決
ま
り
ま
し
た
。
こ
の
交
代

は
就
業
規
約
第
７
条
及
び
第
13

条
に
基
づ
く
も
の
で
す
。 

こ
の
目
的
は
長
期
間
の
就
業
を

無
く
し
、
安
全
就
業
へ
の
不
安
を

解
消
す
る
こ
と
に
よ
り
、
発
注
者

か
ら
の
信
用
を
増
大
さ
せ
る
と
と

も
に
、
就
業
を
希
望
す
る
よ
り
多

く
の
会
員
に
就
業
機
会
を
提
供
す

る
た
め
で
す
。 

 
 
 
 
 

（
事
業
推
進
委
員
会
） 

西
東
京
消
防
署
よ
り
感
謝
状
授
与 

日
頃
よ
り
当
セ
ン
タ
ー
が
救
急
業
務
に
理
解
を
示
し
、 

応
急
手
当
て
に
関
す
る
知
識
・
技
能
を
学
ぶ
講
習
会
（
Ａ
Ｅ

Ｄ
講
習
会
）
の
開
催
に
積
極
的
に
取
り
組
ん
だ
こ
と
に
対

し
、
西
東
京
消
防
署
よ
り 

９
月
９
日
「
救
急
の
日
」 

に
感
謝
状
が
授
与
さ
れ
ま 

し
た
。 

こ
れ
か
ら
も
、
事
務
局 

及
び
会
員
が
一
丸
と
な
っ 

て
救
急
業
務
の
啓
発
の
た 

め
に
努
力
し
て
ま
い
り
ま 

す
。 
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９
月
と
10
月
の
定
例
理
事
会
で
審

議
さ
れ
た
事
項
を
ま
と
め
て
報
告
し

ま
す
。 

一
、
今
年
度
第
３
回
地
域
班
長
会
議
が
開

催
さ
れ
ま
し
た
。（
前
記
） 

二
、
就
業
制
限
に
よ
る
来
春
の
交
代
ス
ケ

ジ
ュ
ー
ル
が
決
ま
り
ま
し
た
。（
別
掲
） 

三
、
会
員
の
当
セ
ン
タ
ー
に
於
け
る
貢
献

度
を
ポ
イ
ン
ト
で
評
価
す
る
就
業
斡

旋
シ
ス
テ
ム
を
前
項
の
交
代
要
員
の

選
考
に
試
行
的
に
運
用
し
よ
う
と
し

て
い
ま
す
。 

四
、
配
布
事
業
等
改
善
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

チ
ー
ム
を
設
置
、
６
名
の
委
員
を
任
命

し
ま
し
た
。
早
速
、
具
体
的
な
実
施
方

法
を
ま
と
め
ま
す
。 

五
、
秋
の
地
域
合
同
パ
ト
ロ
ー
ル
は
、
台

風
19
号
一
過
の
10
月
14
日
に
行
わ
れ

47
名
の
会
員
が
参
加
し
ま
し
た
。 

こ
れ
に
先
立
つ
環
境
美
化
（
ご
み

ゼ
ロ
）
運
動
に
協
力
し
た
会
員
は
、

500
名
39
％
に
の
ぼ
り
ま
し
た
。 

六
、
田
無
駅
踏
切
見
守
り
は
10
月
に
今

年
５
回
目
を
無
事
終
了
、
最
後
は
12

月
８
日
か
ら
13
日
を
残
す
の
み
と

な
り
ま
し
た
。 

七
、
学
校
関
係
就
業
者
の
研
修
会
は
11

月
、
施
設
管
理
、
校
地
内
外
清
掃
、

学
童
交
通
擁
護
の
３
職
種
に
分
け
て

実
施
。（
下
の
行
事
予
定
表
参
照
） 

八
、
27
年
度
の
安
全
就
業
標
語
の
募
集

要
項
が
決
ま
り
ま
し
た
。（
別
掲
） 

九
、
来
年
の
新
年
会
は
１
月
17
日
（
土
）

午
後
、
シ
チ
ズ
ン
時
計
食
堂
で
開
催

さ
れ
ま
す
。（
別
掲
） （

広
報
部
会
） 

 

 

  

今
年
度 

第
３
回 

地
域
班
長
会
議
を
開
催 

 

 
 

 
 

 
 
 

地
区
ブ
ロ
ッ
ク
ご
と
２
圏
域
合
同
で 

  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

【
２６
年
度
安
全
標
語
】  

健
康
維
持
管
理 

 

健
康
と 

安
全
作
業
で 

咲
く
笑
顔 

（
奥
田 

直
和
） 

長
生
き
は  

生
き
が
い
持
っ
て  

前
向
き
に 

（赤
木 

康
眞
） 

健
診
は  

シ
ル
バ
ー
元
気
の 

一
里
塚 

（
小
松  

啓
） 

2 

行  事 開 催 日 

入会説明会 

１１月１７日（月）・面接  １１月２１日（金） 
           研修   １2月 ３日（水） 
１２月１２日（金）・面接  １2月１５日（月） 
           研修    １月 ９日（金） 

理事会(7・8回） １１月２６日（水）・１２月１７日（水） 

就業相談会 １１月２８日（金）・１２月２５日（木） 

学校施設管理研修会 １１月 ７日（金） 午前 

学校校地内外清掃研修会 １１月１５日（土） 午前 

学童交通擁護研修会 １１月１５日（土） 午後（就業１、２年者） 

毛糸の帽子を作ろう １１月２２日（土）・２９日（土） エコプラザ 

踏切見守りボランティア １２月８日（月）～１２日（金） 

２７年新年会 １月１７日（土） シチズン時計 

 

 
去
る
10
月
16
、
17
の
両
日
、
当
セ
ン

タ
ー
の
会
議
室
で
今
年
度
第
３
回
の
地

域
班
長
会
議
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
今
回

の
会
議
は
地
区
ブ
ロ
ッ
ク
別
に
、
と
い
う

こ
と
で
初
日
は
北
東
部
圏
域
（
９
班
）
と

中
部
圏
域
（
９
班
）
が
、
２
日
目
は
西
部

圏
域
（
10
班
）
と
南
部
圏
域
（
８
班
）

が
そ
れ
ぞ
れ
合
同
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
両

日
と
も
各
々
の
地
域
班
長
（
副
班
長
の
代

理
を
含
む
）
の
ほ
か
、
三
役
と
監
事
、
各

班
の
担
当
理
事
等
が
出
席
し
ま
し
た
。 

 

会
議
は
、
澤
田
壽
弘
会
長
の
挨
拶
と
報

告
、
下
田
雅
男
常
務
理
事
・
事
務
局
長
の

話
に
続
き
、
各
班
長
か
ら
の
報
告
の
順
に

進
め
ら
れ
ま
し
た
。 

一
、
澤
田
会
長
は
、
第
一
回
、
第
二
回

の
班
長
会
議
で
説
明
さ
れ
た
事
項
の

上
半
期
に
お
け
る
成
果
お
よ
び
経
過

と
、
今
年
度
下
期
の
課
題
に
つ
い
て
、

報
告
さ
れ
ま
し
た
。 

二
、
下
田
常
務
理
事
は
、
法
律
上
の
適

正
就
業
に
つ
い
て
話
さ
れ
ま
し
た
。

わ
れ
わ
れ
会
員
と
セ
ン
タ
ー
の
間
に

は
雇
用
関
係
は
な
い
。
ま
た
、
就
業

は
派
遣
で
は
な
く
「
請
負
契
約
」
に

基
づ
く
も
の
。
こ
れ
が
最
近
、
偽
装

請
負
で
は
な
い
か
と
疑
わ
れ
、
調
査
さ

れ
る
事
例
が
多
く
な
っ
て
い
る
、
と
の

話
で
し
た
。 

三
、
各
班
長
か
ら
は
、
先
の
班
会
議
で
議

論
さ
れ
た
事
柄
を
中
心
に
、
報
告
を
さ

れ
ま
し
た
。 

来
年
の
役
員
改
選
で
は
地
区
ブ
ロ

ッ
ク
選
出
理
事
と
い
う
制
度
の
理
解

を
深
め
る
こ
と
、
ま
た
お
互
い
の
意

思
疎
通
を
図
り
、
地
域
班
活
動
を
一

層
活
発
な
も
の
に
す
る
た
め
に
知
恵

を
出
し
合
お
う
と
話
し
合
い
ま
し

た
。 

（
企
画
総
務
委
員
会
） 

 

行事予定表（平成 26年 11 月～27年１月） 

平
成
26
年
９
月
・
10
月 

定
例
理
事
会
報
告 

 
 
 
 
 
 

開
催 

9
月
27
日 

10
月
23
日 

 

11
月
28
日
（
金
） 

12
月
25
日
（
木
） 

 
 
 
 

13
時
半
か
ら
セ
ン
タ
ー
会
議
室
で
開
催 

※

予

約

制 

（
会
員
番
号 

８
１
１
６
ま
で
の
方
） 

ご
希
望
の
方
は
事
務
局
ま
で 

就 業 相 談 会 
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東
町
班
「
新
そ
ば
ま
つ
り
」 

10
年
の
足
跡 

 

長
老
の
石
坂
、
木
村
、
高
寺
、
日
向
野
、

飛
山
の
５
名
の
先
輩
方
は
、
市
報
配
布
の
仲

間
で
、
都
内
の
温
泉
巡
り
や
美
味
し
ん
ぼ
探

訪
等
で
親
睦
を
深
め
て
き
ま
し
た
。 

平
成
15
年
10
月
に
班
長
を
仰
せ
つ
か
り

併
せ
て
親
睦
を
深
め
る
活
動
の
立
案
・
実
施

を
せ
よ
と
の
厳
命
を
受
け
、
第
１
回
目
は
平

成
16
年
11
月
21
日
、
秩
父
荒
川
村
で
の
「

新
そ
ば
ま
つ
り
」
に
参
加
。
秩
父
鉄
道
の
武

州
中
川
駅
か
ら
歩
い
て
、
会
場
の
総
合
運
動

場
へ
。
そ
こ
に
は
15
店
程
が
出
店
し
て
い
ま

し
た
。
先
ず
は
共
通
食
券
を
購
入
し
、
人
気

ナ
ン
バ
ー
ワ
ン
は
「
和
味
」(

な
ご
み)

で
1.5

時
間
待
ち
。
他
の
店
で
「
新
そ
ば
」
を
「
ア

              

声 

（ 

こ 

え 

） 
 

学
童
の
交
流
遠
足
で
感
じ
た
事 

 
 

来
年
度
か
ら
統
合
が
予
定
さ
れ
て

い
る
住
吉
小
、
泉
小
の
５
年
生
と
２
年

生
の
交
流
遠
足
に
、
そ
れ
ぞ
れ
安
全
見

守
り
役
と
し
て
就
業
し
ま
し
た
。 

校
門
を
出
て
か
ら
帰
校
す
る
ま
で

の
、
一
般
道
路
の
安
全
確
認
か
ら
、
山

道
や
危
険
な
箇
所
で
の
見
守
り
、
そ
し

て
遅
れ
が
ち
な
児
童
へ
の
励
ま
し
等
、

先
生
方
の
補
助
と
し
て
の
役
割
で
し

た
。
交
流
遠
足
で
は
、
統
合
前
に
学
童

間
の
交
流
を
図
る
と
い
う
大
き
な
目

的
と
共
に
、
公
共
交
通
機
関
内
で
の
マ

ナ
ー
を
学
ぶ
と
い
う
目
的
も
あ
る
よ

う
で
す
。 

５
年
生
の
目
的
地
は
奥
武
蔵
の
「
子

の
権
現
」
、
２
年
生
は
飯
能
の
「
天
覧

山
」
へ
の
登
山
で
し
た
。
そ
れ
ぞ
れ
ひ

ば
り
が
丘
駅
か
ら
電
車
に
乗
っ
て
行

き
ま
し
た
が
、
車
内
で
は
無
言
が
原
則

と
い
う
事
を
知
ら
な
か
っ
た
私
は
、
い

き
な
り
引
率
の
先
生
か
ら
注
意
さ
れ

ま
し
た
。
「
さ
さ
や
き
」
す
ら
禁
止
な

の
で
す
。 

成
る
程
、
こ
う
し
な
い
と
百
数
十
人

の
学
童
が
無
秩
序
に
お
し
ゃ
べ
り
を

始
め
た
ら
と
考
え
、
公
共
に
お
け
る
マ

田無駅から南へ 500ｍほど行った石神井

川が流れる向台橋の川沿いの一角に、南町

自転車等保管所はありました。 

市から委託を受けたこの施設で、赤木リ

ーダーら７名の会員が、撤去自転車受入と

返還業務を行っています。 

土・日・祝日を除き朝９時から１０時ま

で２名の会員が、撤去受入立合、搬入され

た自転車に整理番号シールを貼り、整理保

管にあたっています。月末保管台数は平均

617 台です。午後は、土曜日を除く毎日、

１２時４５分から１８時１５分まで３名体

制で自転車の確認→受領書の作成→保管料

の徴収→自転車返還の手順で返還業務を行

っています。利用者との誤解や摩擦を生じ

させないよう言動、特に言葉使いには注意

しながら一同励んでいます。 

平成２５年度の実績は、撤去 1,994 台、

返還 1,065 台（返還率 53％）処分 997 台

でした。撤去数は年々減少しており、市民

の放置に対する意識が浸透してきていると

思われます。リーダーからのお願い！自転

車の防犯登録番号は必ず控えておきましょ

う。番号がわかれば警察ではすべて対応で

きます。     （広報部会 佐藤記） 

 

テ
」
に
日
本
酒
を
堪
能
し
、
西
武
秩
父
駅
に

戻
り
、
秩
父
市
内
の
新
木
鉱
泉
で
汗
を
流
し

て
か
ら
帰
宅
し
ま
し
た
。
第
２
回
目
は
一
泊

で
中
禅
寺
温
泉
へ
。
翌
平
成
18
年
も
一
泊
で

草
津
温
泉
へ
。 

19
年
以
降
は
、
毎
年
11
月
に
「
新
そ
ば

を
食
し
、
入
浴
を
楽
し
む
会
」
と
し
て
、
25

年
11
月
17
日
で
10
年
が
経
過
し
ま
し
た
。 

泉
町
班
、
富
士
町
班
、
保
谷
町
班
、
緑
町

班
、
向
台
町
班
、
西
原
町
班
、
南
町
班
か
ら

ご
参
加
、
盛
り
上
げ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

10
年
の
間
に
、
オ
リ
ジ
ナ
ル
メ
ン
バ
ー
５

人
中
３
人
が
彼
岸
に
旅
立
た
れ
ま
し
た
。
ご

冥
福
を
お
祈
り
し
、
楽
し
い
思
い
出
を
い
た

だ
い
た
こ
と
に
感
謝
。
11
月
号
の
「
ね
ん
り

ん
」
に
寄
稿
す
る
の
も
何
か
の
因
縁
と
思
っ

て
お
り
ま
す
。
本
年
11
月
は
、
趣
向
を
変
え

「
屋
形
船
」
を
と
思
っ
て
い
ま
す
。 

（ 

会
長 

澤
田 

壽
弘
） 

ね
ん
り
ん 

  

第
130
号 

  

【職場訪問】南町自転車等保管所 
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ナ
ー
の
教
育
と
納
得
し
ま
し
た
。 

そ
の
他
、
大
勢
の
学
童
を
き
ち
ん
と

誘
導
し
た
り
、
駅
の
ホ
ー
ム
で
の
先
生

方
の
対
応
に
、
失
礼
な
が
ら
さ
す
が
プ

ロ
で
す
ね
ー
と
感
心
し
ま
し
た
。 

私
は
シ
ル
バ
ー
歩
く
会
の
一
人
と
し

て
、
日
頃
の
車
内
で
の
振
る
舞
い
を
大

い
に
反
省
し
、
学
ん
で
い
か
な
け
れ
ば

と
痛
感
さ
せ
ら
れ
ま
し
た
。 

 
 
 
 
 
 
 

（
保
谷
町 

大
沢 

道
雄
） 

 

 

午後の交代時に一緒にワンショット 

27
年
新
年
会
の
お
知
ら
せ 

 

27
年
１
月
17
日
（
土
）
午
後
、
シ
チ

ズ
ン
時
計
で
開
催
の
予
定
で
す
。 

（
詳
細
に
つ
い
て
は
、
後
日
案
内
書
を

お
届
け
し
ま
す
） 
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事 業 実 施 状 況 

平成２６年 
８月分 

受託件数 
就業 
実人員 

契約金額  
就業率 
（％） 合計 比率 

前年同月比
（％） 

公共事業 47  23,585,757 57.7 100.3 男 67.6 

民間事業等 458  17,273,978 42.3 103.4 女 70.1 

合 計 505 900 40,859,735 100.0 101.6 計 68.4 

平成２６年 

９月分 
受託件数 

就業 
実人員 

契約金額  
就業率 
（％） 合計 比率 

前年同月比
（％） 

公共事業 53  25,480,595 54.3 102.3 男 70.7 

民間事業等 533  21,448,795 45.7 108.3 女 72.2 

合 計 586 907 46,929,390 100.0 104.9 計 71.2 

 

会  

員  

総  

数 

男 

性 
 

 
 

八
五
二
名 

女 

性 
 

 
 

四
二
七
名 

合 

計 
 

一
、
二
七
九
名 

（

10
月

23
日
現
在
） 

配
分
金
の
振
込
み
日
は 

10
月
就
業
分 

11
月
17
日
（
月
） 

11
月
就
業
分 

12
月
15
日
（
月
） 

12
月
就
業
分 

1
月
１６
日
（
金
） 
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 【
安
全
コ
ラ
ム
】 

事
故
・
災
害
雑
感 

を
再
認
識
し
た
次
第
で
す
。 

あ
る
学
者
の
話
に
よ
る
と
、
１
件

の
重
大
事
故
、
災
害
の
裏
に
は
29

件
の
軽
微
な
事
故
、
そ
し
て
300
件

の
ヒ
ヤ
リ
ハ
ッ
ト
事
案
の
発
生
が

あ
る
と
い
い
ま
す
。
誰
も
が
経
験
あ

る
ヒ
ヤ
リ
ハ
ッ
ト
、
く
れ
ぐ
れ
も
毎 

日
を
大
切
に
過
ご
し
た
い
も
の
で

す
。 私

た
ち
は
加
齢
と
と
も
に
体
力

が
衰
退
す
る
の
は
致
し
方
あ
り
ま

せ
ん
が
、
せ
め
て
現
在
の
体
力
・
脳

力
を
い
つ
ま
で
も
保
持
し
た
い
が

絶
対
無
理
。
間
も
な
く
冬
到
来
で
風

邪
の
季
節
。
皆
さ
ん
、
イ
ン
フ
ル
エ

ン
ザ
、
肺
炎
の
予
防
接
種
は
済
み
ま

し
た
か
？
西
東
京
Ｓ
Ｃ
は
「
健
康
・

安
全
は
全
て
に
優
先
」
と
喚
起
を
促

し
て
い
ま
す
。
今
年
も
残
り
わ
ず

か
、
明
る
い
新
年
を
ご
一
緒
に
！ 

（
安
全
管
理
委
員
会 

小
松 

啓
） 

 

都
内
の
今
年
の
交
通
事
故
（
９
月
末
現
在
） 

 
 
 
 
 

 

発
生
件
数 
二
七
、
三
一
七
件 

死
亡 
一
〇
四
人
（
65
歳
以
上
32
人
） 

重
傷 

一
七
一
人 

 

軽
傷 

三
一
、
四
〇
九
人 

と
の
こ
と
で
あ
る
。
（
警
視
庁
発
表
） 

死
亡
は
事
故
発
生
後
24
時
間
以
内
に
亡
く

な
っ
た
人
で
、
以
後
の
死
亡
は
計
上
さ
れ
て

お
ら
ず
、
こ
れ
ら
す
べ
て
を
加
算
す
る
と
実

際
の
死
亡
数
は
相
当
多
く
な
る
と
推
定
さ
れ

ま
す
。 

話
は
変
わ
っ
て
御
嶽
山
事
故
、
自
然
の
美

し
い
絶
景
を
求
め
て
の
登
山
が
、
突
如
と
し

て
牙
を
む
く
自
然
の
怖
さ
、
恐
ろ
し
さ
を
知

ら
さ
れ
ま
し
た
。「
マ
サ
カ
」
の
噴
煙
石
に
襲

わ
れ
た
方
々
に
は
喪
心
か
ら
の
合
掌
と
と
も

に
、
改
め
て
「
無
い
と
思
う
な
事
故
と
災
難
」

 
  

安
全
就
業
標
語
の
募
集 

  

西
東
京
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
で
は
、

27
年
度
の
安
全
就
業
対
策
の
一
環
と
し
て
、

「
安
全
標
語
」
を
募
集
し
ま
す
。
会
員
自
ら
が

安
全
就
業
に
つ
い
て
考
え
る
こ
と
で
、
安
全
に

就
業
す
る
意
識
を
よ
り
一
層
高
め
、
事
故
防
止

を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。 

 

募
集
締
切 

平
成
26
年
12
月
22
日(

月
） 

募
集
対
象 

全
会
員 

各
テ
ー
マ 

1
点
（
原
則
と
し
て
） 

テ
ー
マ
１ 

「
危
険
予
知
に
よ
る
事
故
防
止
」 

 
 
 
 

 
 
 

 

（
財
団
共
通
） 

テ
ー
マ
２ 

「
経
路
途
上
の
自
転
車
事
故
防
止
」 

 
 
 
 
 

 
 
 

 

（
当
セ
ン
タ
ー
設
定
） 

詳
細
案
内
は
別
途
配
布
い
た
し
ま
す
。 

シニアのためのパソコン教室 

＊平成 26年 12月～27年 1月講座日程＊ 

講 座 名 開 催 日 申込期限 

入門講座 12 月 5･12･19･26 日午前 4 回 11 月 26 日 

活用講座 12 月 5･12･19･26 日午後 10 日前 

ﾜｰﾄﾞ中級 12 月 2･9･16･18(木)日午前 4 回 11 月 26 日 

ｴｸｾﾙ中級 12 月 2･9･16･18(木)日午後 4 回 11 月 21 日 

実用講座 12 月 11 日(木)午後 10 日前 

よろず相談室 12 月 11 日(木)午前 10 日前 

年賀ﾊｶﾞｷ教室(本文) 12 月 4 日(木)午前 11 月 25 日 

年賀ﾊｶﾞｷ教室(宛名) 12 月 4 日(木)午後 11 月 25 日 

入門講座 1月 9･16･23･30 日午前 4 回 12 月 25 日 

活用講座 1月 9･16･23･30 日午後 10 日前 

ﾜｰﾄﾞ初級 1月 8(木)･13･20･26 日午前 4 回 12 月 24 日 

ｴｸｾﾙ初級 1月 8(木)･13･20･26 日午後 4 回 12 月 24 日 

実用講座 1 月 22 日午後 10 日前 

よろず相談室 1 月 20 日午前 10 日前 

4 月から「実用講座」と「よろず相談室」（有料）を開講しております。 

詳細はシルバー人材センターパソコン班へ問合せください。 

宛先：
西東京
市シル
バー人
材セン
タ ー 
パソコ
ン班､ 

 

 

 
第１４回 市民文化祭 

市民文化祭は、１０月２５・２６・２８
日の３日に亘り開催されました。 

当センターは柳沢公民館の「展示の部」
に参加、会員が日頃研鑽を積んだ作品を展
示しました。 

華工房、和服からのリフォーム、パッチ
ワーク、絵画、写真など力作が並ぶ中、「東
伏見教室」で書いた児童の習字は会場をほ
のぼのとさせていました。長年、会場に華
を添えていた「写真の会」の作品が参加さ
れなかったことを残念に思いました。 

今後多くの会員のご参加を期待してお
ります。 

 

 


